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『
賈
誼
新
書
』「
德
の
六
理
」
説
と
そ
の
政
治
思
想
上
の
意
義

工
藤

卓
司

一
、
は
じ
め
に

前
漢
文
帝
時
代
の
代
表
的
知
識
人
と
し
て
賈
誼
（
前
二
〇
〇
～
前
一
六
八
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。
洛
陽
の
才
子
と
し
て
華
々
し
く
中
央
官

界
へ
と
登
壇
し
、
文
帝
に
對
し
て
政
治
改
革
を
迫
っ
た
が
、
功
臣
達
と
の
閒
に
軋
轢
を
生
じ
て
卑
濕
の
地
長
沙
へ
と
左
遷
さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
時
に
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
る
弔
屈
原
文
や
服
賦
は
後
に
『
史
記
』『
漢
書
』『
文
選
』
等
に
も
收
錄
さ
れ
て
古
來
名
文
の
譽
が
高
い
。
數

年
後
、
一
旦
は
長
安
へ
と
呼
び
戾
さ
れ
た
賈
誼
で
は
あ
っ
た
が
、
文
帝
の
末
子
梁
王
劉
勝
の
太
傅
に
任
じ
ら
れ
て
中
央
で
の
活
躍
の
場
を

與
え
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
、
梁
王
が
落
馬
し
て
亡
く
な
る
と
、
そ
の
責
を
感
じ
て
か
、
僅
か
三
十
三
年
の
生
涯
を
閉
じ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
賈
誼
の
文
章
を
後
人
が
編
纂
し
た
も
の
と
し
て
『
賈
誼
新
書
』
が
今
に
傳
わ
る
。
嘗
て
は
他
の
漢
代
思
想
文
獻
と
同
じ
く

資
料
と
し
て
の
信
憑
性
が
疑
わ
れ
た
が
、
現
在
で
は
『
漢
書
』
藝
文
志
所
載
の
「
賈
誼
五
十
八
篇
」
に
そ
の
源
流
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
文
獻
と
し
て
、
賈
誼
の
思
想
硏
究
を
行
う
上
で
不
可
缺
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
賈
誼
の
思
想
は
こ
れ
ま
で
ど
の
樣
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。
多
く
の
先
行
硏
究
は
「
禮
」
を
核
心
と
す
る
中
央
集
權
を
志
向
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し
た
儒
家
思
想
家
と
し
て
の
像
を
結
ん
で
き
た
。
そ
れ
故
に
荀
子
と
の
關
係
を
強
調
す
る
論
考
が
多
く
、
甚
だ
し
く
は
賈
誼
を
荀
子
の
影

響
下
に
置
く
だ
け
で
、
賈
誼
そ
の
人
の
思
想
的
特
色
を
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
董
仲
舒
へ
と
筆
を
進
め
る
の
が
儒
敎
史
や
中
國
思
想
史

硏
究
の
常
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
『
賈
誼
新
書
』
中
に
は
、
實
は
「
德
」
や
「
理
」
を
論
述
の
中
心
と
す
る
特
異
な
テ
ク
ス
ト
が
あ
る
。
六
術
篇
と
道
德
説
篇
と

が
そ
れ
で
あ
る
。
儒
家
、
或
は
荀
子
後
學
と
し
て
の
賈
誼
に
極
度
に
著
目
す
る
餘
り
、
こ
の
兩
篇
の
思
想
は
賈
誼
本
人
の
思
想
と
は
齟
齬

す
る
も
の
、
乃
至
は
單
に
當
時
一
世
を
風
靡
し
た
と
さ
れ
る
黃
老
思
想
の
影
響
を
受
け
た
「
儒
道
折
中
的
な
思
考
」

の
表
れ
と
見
な
さ

（１）

れ
る
の
み
で
、
そ
の
賈
誼
思
想
上
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
十
分
に
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
六
術
篇
と
道
德
説

篇
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
兩
篇
の
『
賈
誼
新
書
』
に
お
け
る
政
治
思
想
上
の
地
位
に
つ
い
て
檢
討
を
加
え
て
み
た
い
。

二
、
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
特
色

（
一
）
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
文
獻
的
性
格

六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
思
想
的
特
色
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
は
兩
篇
の
文
獻
的
性
格
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ

う
。『

賈
誼
新
書
』
中
の
六
術
篇
と
道
德
説
篇
は
、
明
の
何
孟
春
本
で
卷
七
に
收
載
さ
れ
て
い
る
他
は
、
四
部
叢
刊
本
・
漢
魏
叢
書
本
・
子

彙
本
・
兩
京
遺
編
本
・
朱
圖
隆
刊
本
・
四
庫
全
書
本
・
抱
經
堂
本
・
增
訂
漢
魏
叢
書
本
及
び
和
刻
本
等
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
卷
八
に
收
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錄
さ
れ
て
い
る

。
（２）

ま
た
、『
賈
誼
新
書
』
中
の
諸
篇
は
、
兩
京
遺
編
本
・
增
訂
漢
魏
叢
書
本
・
和
刻
本
を
除
い
て
、
往
々
に
し
て
「
事
勢
」「
連
語
」「
雜

事
」
の
三
種
に
分
類
さ
れ
る
が
、
六
術
篇
と
道
德
説
篇
に
つ
い
て
は
宋
の
王
應
麟
『
漢
書
藝
文
志
考
證
』
が
「
雜
事
」
と
し
て
記
錄
す
る

他
は
、
全
て
「
連
語
」
と
し
て
い
る
。「
事
勢
」
が
『
漢
書
』
賈
誼
傳
所
載
「
治
安
策
」
の
冒
頭
「
臣
竊
惟
事
勢
」
に
由
來
し
、「
其
の
世

、
、

事
に
切
な
る
者
」

を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
比
較
的
明
白
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
、「
連
語
」
と
「
雜
事
」
に
つ
い
て
は
、
余
嘉

（３）

錫
が
「
連
語
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
て
が
君
主
に
告
げ
る
も
の
で
は
無
く
、
思
う
に
門
人
と
の
講
學
の
語
が
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

〔
…
〕
そ
の
雜
事
諸
篇
に
つ
い
て
は
日
頃
稱
述
誦
説
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
も
の
の

、
諸
篇
の
内
容
を
詳
細
に
檢
討

（４）

し
て
み
る
と
、
必
ず
し
も
余
説
の
通
り
と
は
言
え
ず
、
兩
者
が
一
體
何
を
以
て
分
か
た
れ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
現
に
何
孟
春
も
「
乃
ち

篇
中
の
語
連
な
り
て
他
事
に
及
ぶ
が
ご
と
き
者
は
、
亦
た
『
連
語
』
と
爲
す
。
篇
中
の
事
群
語
を
雜
著
す
る
者
は
、
亦
た
『
雜
事
』
と
爲

す
」
と
一
旦
は
そ
れ
ぞ
れ
定
義
し
な
が
ら
も
、
結
局
は
「
然
り
と
雖
も
、
誼
の
書
の
『
連
語
』『
雜
事
』
の
云
、
吾
は
其
の
實
を
得
る
能

は
ず
」
と
困
惑
の
念
を
露
わ
に
し
て
い
る

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
六
術
篇
と
道
德
説
篇
と
が
「
事
勢
」
に
は
分
類
さ
れ
得
な
い
こ
と
は
確

（５）

か
で
、
つ
ま
り
は
「
世
事
に
切
な
る
」
論
で
は
無
い
と
目
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
兩
篇
の
性
格
を
見
て
い
く
上
で
重
要
で
あ
ろ
う
。

續
い
て
文
獻
的
に
指
摘
す
べ
き
は
、
六
術
・
道
德
説
の
兩
篇
が
姉
妹
編
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
兩
者
の
關
係
は
相
互
に

補
完
し
合
う
も
の
で
は
無
く
、
後
者
が
前
者
を
一
方
的
に
解
説
、
或
は
補
足
敷
衍
す
る
形
で
成
立
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
六
術
篇
に
「
德

に
六
理
有
り
」
と
し
て
「
道
・
德
・
性
・
神
・
明
・
命
」
を
擧
げ
、
ま
た
「
六
術
」
と
し
て
『
詩
』『
書
』『
易
』『
春
秋
』『
禮
』
『
樂
』

を
竝
べ
て
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
な
内
容
及
び
關
連
性
に
つ
い
て
は
、
道
德
説
篇
の
説
明
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味

で
は
、
六
術
篇
と
道
德
説
篇
と
は
篇
名
こ
そ
違
え
ど
、
ち
ょ
う
ど
『
墨
子
』
や
『
管
子
』、
馬
王
堆
帛
書
『
五
行
篇
』
等
に
見
ら
れ
る
樣
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な
經
―
説
の
關
係
に
あ
る
と
言
え
、
そ
こ
に
は
必
然
的
に
先
後
關
係
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
兩
篇
閒
に

見
ら
れ
る
微
妙
な
差
異
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。「
六
藝
」
を
説
明
す
る
に
當
た
っ
て
、
六
術
篇
で
は
『
詩
』『
書
』
の
順
で
竝
ん
で

い
た
も
の
を
、
道
德
説
篇
で
は
『
書
』
を
『
詩
』
よ
り
も
先
に
竝
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
實
は
、
た
だ
ち
に
兩
篇
の
作
者
や
時
代
が
異

な
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
が
、
兩
篇
の
内
容
を
考
察
す
る
に
際
し
て
は
一
應
念
頭
に
置
い
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

更
に
言
え
ば
、
道
德
説
篇
自
體
も
前
半
部
分
を
後
半
部
分
が
解
説
し
て
い
く
と
い
う
行
文
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
半
部
分

に
「
澤
あ
る
者
は
、
鑑
な
り
、
之
を
道
と
謂
ふ
」
、「
鑑
は
空
竅
を
生
じ
て
、
而
し
て
之
を
通
ず
る
に
道
を
以
て
す
」
と
有
る
が

、
後
半

（６）

部
分
で
、

道
は
形
無
く
、
平
和
に
し
て
而
し
て
神
あ
り
。
物
を

道
き
て
物
を
載
す
る
者
有
れ
ば
、
畢
く
理
に

順

ふ
を
以
て
適
し
き
行
に
和
す
。

み
ち
び

し
た
が

た
だ

故
に
物
は
淸
く
し
て
而
し
て
澤
あ
る
有
り
。
澤
あ
る
者
は
、
鑑
な
り
。
鑑
は
道
の
神
を
以
て
、
物
の
形
を
模
貫
し
、
空
竅
に
通
達
し
、

一
を
奉
じ
て
出
入
し
て
先
と
爲
る
、
故
に
之
を
鑑
と
謂
ふ
。
鑑
と
は
、
能
く
見
る
所
以
な
り
。
見
る
者
は
、
目
な
り
。
道
德
物
に
施

す
に
、
精
微
な
る
は
而
ち
目
と
爲
る
。
是
の
故
に
物
の
始
め
て
形
あ
る
や
、
先
を
分
か
ち
て
而
し
て
目
を
爲
す
。
目
の
成
る
や
、
形

乃
ち
從
ふ
。
是
を
以
て
人
之
に
因
る
こ
と
有
る
に
及
び
、
氣
に
在
り
て
は
目
よ
り
精
な
る
は
莫
し
。
目
淸
く
し
て
而
し
て
潤
澤
な
る

こ
と

濡

へ
る
が
ご
と
く
、
毳
穢
の
焉
に
雜
る
こ
と
無
し
、
故
に
能
く
見
る
な
り
。
此
れ
に
由
り
て
之
を
觀
れ
ば
、
目
は
以
て
道
德

う
る
ほ

ぜ
い
わ
い

ま
じ

の
潤
澤
を
明
ら
か
に
す
る
に
足
る
、
故
に
「
澤
あ
る
者
は
、
鑑
な
り
」、「
空
竅
を
生
じ
て
之
を
通
ず
る
に
道
を
以
て
す
」
と
云
へ
り
。

（７）

と
詳
説
し
て
い
る
。「
道
」
の
み
な
ら
ず
、
前
半
部
分
に
見
え
る
「
德
」「
性
」「
神
」「
明
」「
命
」「
六
美
」「
書
」「
詩
」「
易
」「
春
秋
」「
禮
」

「
樂
」「
祭
祀
鬼
神
」「
博
學
辯
議
」
等
に
つ
い
て
も
同
じ
く
、
後
半
で
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
道
德
説
篇
の
「
説
」
と
は
、
そ
れ
が
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た
と
え
後
人
の
命
名
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
正
し
く
「
釋
」（『
説
文
解
字
』
卷
三
上
）
や
「
明
ら
か
に
す
る
所
以
」（『
墨
子
』

經
上
）
の
意
を
持
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。

（
二
）
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
思
想
的
特
色

で
は
、
そ
の
思
想
内
容
上
の
特
色
と
は
那
邊
に
在
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
何
よ
り
も
兩
篇
に
共
通
し
て
、
世
界
は
「
六
理
」
に
よ
っ
て

秩
序
づ
け
ら
れ
る
、
と
す
る
點
を
擧
げ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
と
り
わ
け
、
そ
の
傾
向
は
六
術
篇
に
顯
著
で
あ
る
。

德
に
六
理
有
り
。
何
を
か
六
理
と
謂
ふ
。
道
・
德
・
性
・
神
・
明
・
命
、
此
の
六
者
、
德
の
理
な
り
。
六
理
生
ぜ
ざ
る
無
き
な
り
。

已
に
生
じ
て
而
し
て
六
理
は
生
ず
る
所
の
内
に
存
す
。
是
を
以
て
陰
陽
・
天
地
人
は
、
盡
く
六
理
を
以
て
内
度
と
爲
し
、
内
度
業
を

成
す
、
故
に
之
を
六
法
と
謂
ふ
。
六
法
内
に
藏
す
れ
ば
、
變
㳅
し
て
而
し
て
外
に
遂
げ
、
外
に
六
術
を
遂
ぐ
、
故
に
之
を
六
行
と
謂

へ
ん
り
ふ

ふ
。
是
を
以
て
陰
陽
に
各
の
六
月
の
節
有
り
て
、
而
し
て
天
地
に
六
合
の
事
有
り
、
人
に
仁
・
義
・
禮
・
智
・
聖
の
行
有
り
、
行
和

す
れ
ば
則
ち
樂
興
り
、
樂
興
れ
ば
則
ち
六
あ
り
、
此
れ
を
之
六
行
と
謂
ふ
。
陰
陽
・
天
地
の
動
く
や
、
六
行
を
失
は
ず
、
故
に
能
く

六
法
に
合
す
。
人
も
謹
み
て
六
行
を
脩
む
れ
ば
、
則
ち
亦
た
以
て
六
法
に
合
す
べ
し
。
（７）

こ
の
樣
に
、
六
術
篇
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
秩
序
は
「
德
」
の
「
六
理
」
に
由
來
す
る
と
説
く
。
で
は
、「
六
理
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は

卽
ち
道
・
德
・
性
・
神
・
明
・
命
の
六
者
で
あ
る
。
六
理
が
有
っ
て
は
じ
め
て
も
の
は
生
じ
、
尚
且
つ
六
理
は
生
み
出
し
た
も
の
の
中
に

存
し
て
「
内
度
」、
つ
ま
り
内
的
規
律
と
な
る
。
六
術
篇
は
こ
れ
を
「
六
法
」
と
も
呼
ぶ
。
そ
し
て
、
こ
の
「
六
法
」
を
内
に
存
す
れ
ば
、

外
に
發
現
し
て
「
六
術
」
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
「
六
行
」、
卽
ち
規
範
的
運
行
・
行
爲
で
あ
る
。
徐
復
觀
は
「
六
術
六
行
は
、

六
理
六
法
の
行
爲
に
向
か
っ
て
の
現
れ
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
内
在
の
德
の
、
客
觀
世
界
に
向
か
っ
て
の
現
れ
で
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
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る

。
つ
ま
り
、
陰
陽
・
天
地
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
「
六
理
」
に
生
じ
、「
六
理
」
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

（８）
ろ
う
。
そ
れ
故
に
陰
陽
に
「
六
月
の
節
」
が
有
り
、
天
地
に
「
六
合
の
事
」
が
有
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
點
は
人
も
例
外

で
は
無
い
。
六
術
篇
は
「
仁
・
義
・
禮
・
智
・
聖
」
の
五
つ
の
行
い
が
調
和
す
る
と
「
樂
」
が
興
る
と
言
う

。
そ
れ
が
人
の
「
六
行
」

（10）

で
あ
る
。
世
界
中
の
事
物
は
こ
れ
ら
の
「
六
行
」
を
失
わ
な
い
樣
に
す
れ
ば
、「
六
法
」
に
合
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
從
っ
て
理
想
的
秩

序
世
界
は
、
例
え
ば
「
聲
音
の
道
」「
人
の
戚
屬
」「
數
度
の
道
」
等
が
そ
う
で
あ
る
樣
に
、
い
ず
れ
も
「
六
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
六
術
篇
が
、

事
の
六
を
以
て
法
と
爲
す
者
、
勝
げ
て
數
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
此
に
言
ふ
所
の
六
は
、
事
の
盡
く
六
を
以
て
度
と
爲
す
者
に
效
ふ

を
以
て
、
六
理
と
謂
へ
ば
な
り
。
陰
陽
の
六
節
と
謂
ふ
べ
く
、
天
地
の
六
法
と
謂
ふ
べ
く
、
人
の
六
行
と
謂
ふ
べ
し
。
（11）

と
言
う
所
以
で
あ
る
。
重
澤
俊
郞
は
兩
篇
に
つ
い
て
「
神
祕
數
六
を
以
て
道
德
の
理
論
的
根
據
と
爲
し
た
點
」
を
特
徵
と
し
て
擧
げ
て
い

る
が
、「
六
」
は
「
六
理
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
神
祕
數
と
は
言
え
ま
い
。
そ
れ
は
重
澤
本
人
も
認
め
て
い
る
樣
に
、「
道
德
を
心

理
學
的
直
觀
的
に
把
握
す
る
立
場
を
一
擲
し
て
理
智
的
方
法
的
に
基
礎
附
け
ん
と
試
み
た
」
も
の
で
あ
り

、
賈
誼
本
人
に
と
っ
て
は
徹

（12）

頭
徹
尾
具
體
的
な
も
の
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
德
」
の
「
六
理
」
こ
そ
が
世
界
の
秩
序
を
成
立
さ
せ
て
い
る
譯
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
に
と
っ
て
「
六
理
」
に
基
づ
く
「
六
行
」
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
「
六
術
」
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に

な
る
。「
六
術
」
に
つ
い
て
は
六
術
篇
に
、

然
り
而
し
て
人
に
六
行
有
り
と
雖
も
、
微
細
に
し
て
識
り
難
し
。
唯
だ
先
王
の
み
能
く
之
を
審
ら
か
に
す
。
凡
そ
人
は
自
ら
至
る
能

は
ず
、
是
の
故
に
必
ず
先
王
の
敎
を
待
ち
て
、
乃
ち
從
事
す
る
所
を
知
る
。
是
を
以
て
先
王
は
天
下
の
爲
に
敎
を
設
く
る
に
、
人
の

有
す
る
所
に
因
り
て
之
を
以
て
訓
と
爲
し
、
人
の
情
に
道
り
て
之
を
以
て
眞
と
爲
せ
り
。
是
の
故
に
内
は
六
法
に
本
づ
き
、
外
に
六

よ



- 71 -

行
を
體
し
て
、
以
て
詩
・
書
・
易
・
春
秋
・
禮
・
樂
六
者
の
術
を
興
し
て
、
以
て
大
義
と
爲
す
、
之
を
六
藝
と
謂
ふ
。
人
を
し
て
之

に
緣
り
て
以
て
自
ら
脩
め
し
め
、
脩
成
れ
ば
則
ち
六
行
を
得
ん
。
六
行
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
六
法
に
合
す
に
反
す
。
藝
の
六
な
る
所

以
は
、
六
法
に
法
り
て
六
行
を
體
す
る
が
故
な
り
、
故
に
曰
は
く
、
六
あ
れ
ば
則
ち
備
は
れ
り
と
。
（13）

と
有
る
。
人
は
自
身
の
力
だ
け
で
は
「
六
行
」「
六
法
」
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
語
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
橋
渡
し
と
な
る
の
が

「
六
術
」
で
あ
る
。「
六
術
」
と
は
卽
ち
「
六
藝
」
で
あ
り
、『
詩
』『
書
』『
易
』『
春
秋
』『
禮
』『
樂
』
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
先
王

が
天
下
の
た
め
に
設
け
た
敎
で
あ
り
、
先
王
は
「
人
の
有
す
る
所
」
「
人
の
情
」
に
依
據
し
て
、
こ
の
「
六
藝
」
を
作
成
し
た
の
だ
と
説

く
。
こ
の
「
人
の
有
す
る
所
」「
人
の
情
」
と
は
勿
論
、「
六
法
」
「
六
行
」
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
「
德
の
理
」
に
他
な
ら
な
い
。
故
に
道

德
説
篇
に
、

書
と
は
、
德
の
理
を
竹
帛
に
著
し
て
而
し
て
之
を
陳
べ
、
人
を
し
て
焉
を
觀
て
、
以
て
從
事
す
る
所
を
著
ら
か
に
せ
し
む
、
故
に
「
書

あ
き

と
は
、
此
れ
之
を
著
ら
か
に
す
る
者
な
り
」
と
曰
ふ
。
詩
と
は
、
德
の
理
を
志
し
て
、
而
し
て
其
の
指
を
明
ら
か
に
し
、
人
を
し
て

し
る

之
に
緣
り
て
以
て
自
ら
成
ら
し
む
る
な
り
、
故
に
「
詩
と
は
、
此
れ
之
を
志
す
者
な
り
」
と
曰
ふ
。
易
と
は
、
人
の
德
の
理
に
精
し

く
は

き
と
循
は
ざ
る
と
を
察
ら
か
に
し
て
、
而
し
て
其
の
吉
凶
を
占
ふ
、
故
に
「
易
と
は
、
此
れ
之
を
占
ふ
者
な
り
」
と
曰
ふ
。
春
秋
と

は
、
往
事
の
德
の
理
に
合
ふ
と
合
は
ざ
る
と
を
守
り
て
、
而
し
て
其
の
成
敗
を
紀
し
て
、
以
て
來
事
の
師
法
と
爲
す
、
故
に
「
春
秋

、
、
、

し
る

と
は
、
此
れ
之
を
紀
す
者
な
り
」
と
曰
ふ
。
禮
と
は
、
德
の
理
を
體
し
て
而
し
て
之
が
節
文
と
爲
し
、
人
事
を
成
す
、
故
に
「
禮
と

、
、
、

は
、
此
れ
之
を
體
す
る
者
な
り
」
と
曰
ふ
。
樂
と
は
、
書
・
詩
・
易
・
春
秋
・
禮
五
者
の
道
備
は
れ
ば
、
則
ち
德
に
合
し
、
合
す
れ

ば
則
ち
驩
然
と
し
て
大
い
に
樂
し
む
、
故
に
「
樂
と
は
、
此
れ
之
を
樂
し
む
者
な
り
」
と
曰
ふ
。
（14）

と
言
う
。「
六
藝
」
が
全
て
「
德
の
理
」
と
の
關
係
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
道
德
説
篇
に
も
「
德
の
理
は
盡
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く
人
に
施
す
も
、
其
の
人
に
在
る
や
、
内
に
あ
れ
ど
も
而
も
見
難
し
、
是
を
以
て
先
王
は
德
の

頌

を
擧
げ
て
而
し
て
辭
語
を
爲
し
て
、

か
た
ち

以
て
其
の
理
を
明
ら
か
に
し
、
之
を
天
下
に
陳
ね
、
人
を
し
て
焉
を
觀
し
む
」
と
言
う

。「
德
の
理
」
が
盡
く
人
に
施
さ
れ
て
い
る
と
言

（15）

う
の
は
、
六
術
篇
の
「
人
に
六
行
有
り
」
に
相
い
應
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
人
に
は
そ
の
内
在
す
る
筈
の
「
德

の
理
」
を
認
識
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
故
に
先
王
は
「
德
の
頌
」
を
取
り
上
げ
て
「
辭
語
」
を
作
り
、
そ
の
理
を
明
ら
か
に
し
て
天
下
に

示
し
て
見
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
辭
語
」
が
「
六
術
」「
六
藝
」
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
從
っ
て
、
人
は
こ
の
「
六
術
」

「
六
藝
」「
辭
語
」
に
沿
っ
て
脩
業
す
る
こ
と
で
、「
六
行
」、
更
に
は
「
六
法
」
へ
と
回
歸
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
譯
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
樣
に
「
六
法
」「
六
行
」「
六
藝
」
の
根
據
は
「
六
理
」
で
あ
る
が
、
六
術
・
道
德
説
篇
が
説
く
「
理
」
も
特
徵
的

で
あ
る
。「
理
」
に
つ
い
て
、『
韓
非
子
』
解
老
篇
に
「
道
と
は
、
萬
物
の
然
る
所
以
な
り
、
萬
理
の
稽
ふ
所
な
り
。
理
と
は
、
物
を
成
す

あ

の
文
な
り
。
道
と
は
、
萬
物
の
成
る
所
以
な
り
」
と
有
る

。
鄧
國
光
が
指
摘
す
る
樣
に
、
解
老
篇
が
「
理
」
を
「
道
」
と
共
に
語
る
の

（16）

は
、『
老
子
』
の
「
德
」
を
「
理
」
に
よ
っ
て
解
釋
す
る
こ
と
で
、「
道
德
」
を
「
道
理
」
に
讀
み
換
え
る
か
ら
で
あ
る

。
し
か
し
、『
賈

（17）

誼
新
書
』
の
場
合
は
「
道
」
も
「
德
の
理
」
中
の
一
で
あ
る
譯
だ
か
ら
、『
韓
非
子
』
と
は
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
徐
復

觀
は
夙
に
韓
非
の
影
響
を
認
め
な
が
ら
も
、「
韓
非
が
言
う
『
理
』
は
、『
物
之
有
形
者
』
の
文
理
・
條
理
で
あ
る
。
賈
誼
の
言
う
理
は
、

德
の
内
容
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
で
、
韓
非
の
説
と
は
、
位
層
上
で
も
内
容
上
で
も
相
違
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
た

。
六
術
・
道
德
説

（18）

篇
の
「
理
」
は
内
側
か
ら
有
形
の
存
在
を
支
え
る
理
法
で
あ
り
、『
賈
誼
新
書
』
は
こ
の
「
理
」
を
用
い
る
こ
と
で
、「
德
」
中
に
他
の
五

「
理
」
と
竝
ん
で
「
道
」
を
含
み
込
む
。
そ
の
こ
と
は
當
時
優
勢
を
占
め
て
い
た
道
家
思
想
や
黃
老
思
想
の
「
道
」
と
い
う
槪
念
が
持
っ

て
い
た
絶
對
性
を
否
定
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
つ
ま
り
、
兩
篇
の
「
理
」
は
、
黃
老
的
な
「
道
」
の
思
想
的
地
位
を
解
體
す
る
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た
め
の
言
論
裝
置
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
解
老
篇
が
「
理
」
を
持
ち
出
す
の
は
、「
道
」
の
「
一
」
に
對
し
て
、「
物
」
が
「
萬
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
る
。
故

に
前
引
の
文
に
續
け
て
、「
萬
物
は
各
の
理
を
異
に
す
。
萬
物
は
各
の
理
を
異
に
す
る
も
、
而
も
道
は
盡
く
萬
物
の
理
を
稽
は
す
、
故
に

あ

化
せ
ざ
る
を
得
ず
」
と
述
べ
て
い
る

。
そ
れ
に
對
し
て
『
賈
誼
新
書
』
が
「
理
」
を
持
ち
出
す
の
は
、「
萬
物
」
の
普
遍
性
を
示
す
た
め

（19）

に
他
な
ら
な
い
。
前
述
の
樣
に
、
物
や
諸
生
に
そ
れ
ぞ
れ
條
理
が
有
り
、
狀
貌
を
同
じ
く
し
な
い
の
も
確
か
に
「
德
」
の
作
用
で
は
あ
る
。

故
に
「
六
理
」
の
一
つ
で
あ
る
「
命
」
に
つ
い
て
、

命
と
は
、
物
は
皆
な
道
德
の
施
を
得
て
以
て
生
ず
る
と
き
、
則
ち
澤
・
潤
・
性
氣
・
神
・
明
、
及
び
形
體
の
位
分
・
數
度
、
各
の
極

量
指
奏
有
り
。
此
れ
皆
な
其
の
道
德
を
受
く
る
所
に
し
て
、
嗜
欲
を
以
て
取
捨
し
て
然
る
に
非
ざ
る
な
り
。
其
の
此
の
具
を
受
く
る

や
、
礐
然
と
し
て
定
ま
る
有
り
、
辭
す
る
を
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
、
故
に
命
と
曰
ふ
。
命
と
は
、
生
ず
る
毋
き
を
得
ず
、
生
ず
れ
ば

則
ち
形
有
り
、
形
あ
り
て
而
し
て
道
・
德
・
性
・
神
・
明
は
因
り
て
物
形
に
載
る
。
（20）

と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
「
陰
陽
・
天
地
人
は
、
盡
く
六
理
を
以
て
内
度
と
爲
し
、
内
度
業
を
成
す
、
故
に
之
を
六

法
と
謂
ふ
」
、
「
德
の
理
は
盡
く
人
に
施
す
」
と
も
有
っ
た
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
、「
理
」
は
全
て
の
事
物
や
生
命
が

共
通
し
て
所
有
す
る
内
在
理
法
と
し
て
語
ら
れ
る
。
卽
ち
、『
韓
非
子
』
解
老
篇
と
は
異
な
り
、
六
術
・
道
德
説
篇
が
「
理
」
を
用
い
て

語
る
の
は
、
萬
物
の
普
遍
性
で
あ
り
、
そ
の
普
遍
性
を
前
提
と
し
て
「
六
藝
」
か
ら
「
六
行
」、「
六
行
」
か
ら
「
六
法
」「
六
理
」
へ
と
、

「
德
の
理
」
へ
の
道
程
が
示
さ
れ
る
譯
で
あ
る

。
（21）

以
上
、「
理
」
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ
が
あ
く
ま
で
も
「
德
の
理
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
「
德
」
を
中
心
と
す
る
世
界

、
、
、

觀
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
六
術
・
道
德
説
篇
の
大
き
な
特
色
で
あ
ろ
う
。
兩
篇
冒
頭
に
は
共
に
「
德
に
六
理
有
り
」
と
し
て
道
・
德
・
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性
・
神
・
明
・
命
を
擧
げ
て
い
る
。
こ
の
六
者
は
あ
く
ま
で
も
「
德
」
の
六
理
、
つ
ま
り
「
德
」
に
屬
す
も
の
と
さ
れ
る
。
道
德
説
篇
に

は
更
に
、

德
に
六
美
有
り
。
何
を
か
六
美
と
謂
ふ
。
道
有
り
、
仁
有
り
、
義
有
り
、
忠
有
り
、
信
有
り
、
密
有
り
、
此
の
六
者
は
、
德
の
美
な

り
。
道
は
德
の
本
な
り
。
仁
は
德
の
出
な
り
。
義
は
德
の
理
な
り
。
忠
は
德
の
厚
な
り
。
信
は
德
の
固
な
り
。
密
は
德
の
高
な
り
。
（22）

と
有
る
。
こ
こ
で
は
「
六
美
」
と
し
て
「
有
道
、
有
仁
、
有
義
、
有
忠
、
有
信
、
有
密
」
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

「
德
」
の
「
本
・
出
・
理
・
厚
・
固
・
高
」
と
さ
れ
て
、
い
ず
れ
も
「
德
」
と
の
關
係
に
お
い
て
價
値
が
賦
與
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
「
六
理
」「
六
美
」
に
つ
い
て
道
德
説
篇
は
、「
六
理
・
六
美
は
、
德
の
陰
陽
・
天
地
人
と
萬
物
と
を
生
ず
る
所
以
な
り
」
と
も
言
う

。
（23）

つ
ま
り
、「
德
」
の
「
六
理
」
や
「
六
美
」
は
、「
德
」
が
陰
陽
や
天
地
人
、
萬
物
を
生
み
出
す
た
め
の
原
理
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
從
っ

て
、「
德
は
物
を
生
じ
、
又
た
物
を
養
ふ
」
と
も
言
わ
れ
る

。
ま
た
、
「
德
」
が
陰
陽
・
天
地
人
・
萬
物
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

（24）

は
、「
理
」
を
生
み
出
す
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
道
德
説
篇
は
「
德
」
に
つ
い
て
次
の
樣
に
述
べ
る
。

德
は
、
無
よ
り
離
れ
て
而
し
て
有
に
之
く
、
故
に
潤
へ
ば
則
ち
腒
然
と
し
て
濁
り
て
而
し
て
始
め
て
形
あ
り
。
故
に
六
理
は
焉
に
發

ゆ

す
。
六
理
は
變
を
爲
し
て
而
し
て
生
ず
る
所
以
に
し
て
、
生
ず
る
所
に
理
有
り
、
然
ら
ば
則
ち
物
は
潤
を
得
て
以
て
生
ず
、
故
に
潤

德
と
謂
ふ
。
德
は
、
變
及
び
物
の
理
の
出
づ
る
所
な
り
。
夫
も
變
は
、
道
の

頌

な
り
。
道
氷
り
て
而
し
て
德
と
爲
り
、
神
は
德
に

か
た
ち

こ
ほ

載
る
。
德
は
、
道
の
澤
な
り
。
道
は
神
あ
り
と
雖
も
、
必
ず
德
に
載
り
て
、
而
し
て
頌
は
乃
ち
因
る
所
有
り
て
、
以
て
變
化
を
發
動

し
て
而
し
て
變
を
爲
す
。
變
の
諸
生
に
及
ぶ
の
理
は
、
皆
な
道
の
化
な
る
も
、
各
の
條
理
有
る
は
、
德
に
載
る
を
以
て
な
り
。
德
は

道
の
化
を
受
け
て
而
し
て
之
を
發
す
る
も
、
各
の
狀
を
同
じ
く
せ
ざ
る
は
、
德
潤
へ
ば
な
り
。
（25）

ま
ず
、
こ
こ
で
注
意
を
引
く
の
は
、
無
形
の
「
道
」
に
對
し
て
「
德
」
が
有
形
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
先
に
引
用
し
た
樣
に
、「
道
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は
形
無
し
」
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
德
」
の
段
階
で
は
無
形
か
ら
離
れ
て
有
形
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
徐
復
觀
は
「
道
」
と

「
德
」
と
を
一
事
と
し
て
、「
德
の
六
理
」
は
卽
ち
「
道
の
六
理
」
だ
と
述
べ
て
い
る
が

、
決
し
て
そ
う
で
は
無
い
。
形
を
有
し
て
始
め

（26）

て
、
そ
こ
に
「
六
理
」
が
展
開
さ
れ
、
そ
し
て
物
を
生
じ
る
。
故
に
「
德
は
理
を
生
ず
」
と
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
物
が
生
じ
る
の
は
「
德
」
が
變
化
を
發
動
す
る
か
ら
で
あ
る
。
固
よ
り
「
夫
れ
變
は
、
道
の
頌
な
り
」、「
變
の
諸
生
に
及
ぶ

の
理
は
、
皆
な
道
の
化
な
り
」
と
有
る
樣
に
、「
變
」
が
あ
ら
ゆ
る
生
命
に
共
通
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
は
、「
道
の
化
」
を
受
け
て
の

も
の
で
あ
る
し
、「
德
は
、
道
の
澤
な
り
」
と
有
り
、
別
に
「
物
の
道
り
て
始
ま
る
所
、
之
を
道
と
謂
ふ
。〔
…
〕
德
の
有
る
や
、
道
を
以

よ

て
本
と
爲
す
」

、「
德
は
道
よ
り
生
じ
て
而
し
て
理
有
り
、
理
を
守
れ
ば
則
ち
道
に
合
し
、
道
・
理
と
密
に
し
て
而
し
て
離
れ
ざ
る
な
り
。

（27）

故
に
能
く
物
を
畜
ひ
物
を
養
ふ
」

等
と
言
う
か
ら
に
は
、「
德
」
は
明
ら
か
に
「
道
」
に
由
來
し
、「
道
」
を
根
據
に
し
て
は
い
る
。
蔡

（28）

廷
吉
が
「
賈
誼
の
宇
宙
觀
は
、
な
お
道
を
そ
の
本
體
と
し
て
お
り
、
道
は
天
地
人
物
の
生
化
の
根
源
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
る
の
は

、
（29）

こ
の
點
を
重
く
見
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
賈
誼
新
書
』
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
「
道
」
の
「
神
」「
化
」
も
「
德
」
に
載
ら
な

け
れ
ば
、
變
化
を
發
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
變
化
が
生
じ
な
け
れ
ば
「
六
理
」
や
諸
生
が
生
じ
る
こ
と
も
無
い
。
故
に
道
德
説
篇
は

「
神
」
に
つ
い
て
、

神
と
は
、
道
德
の
神
氣
に
し
て
、
性
よ
り
發
す
る
や
、
康
き
こ
と
濼
流
の
ご
と
く
、
物
の
效
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
變
化
し
て
爲
さ

ざ
る
所
無
く
、
物
の
理
及
び
諸
變
の
起
こ
る
は
、
皆
な
神
の
化
す
る
所
な
り
。
（30）

と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
物
の
理
及
び
諸
變
を
發
動
さ
せ
る
「
神
」
と
は
、
あ
く
ま
で
も
「
道
德
の
神
氣
」
な
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、
物
や

諸
生
に
そ
れ
ぞ
れ
條
理
が
有
り
、
狀
貌
を
同
じ
く
し
な
い
の
は
、
結
局
は
「
德
」
の
作
用
―
「
潤
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
陳
麗
桂
が
「
道

は
單
な
る
造
化
の
根
源
に
過
ぎ
ず
、
實
際
の
生
成
と
養
育
と
は
い
ず
れ
も
德
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
か
ら
、
道
は
た
だ
德
と
物
の
本
源
な
の
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で
あ
る
」

と
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
點
、「
道
」
と
「
德
」
と
の
役
割
を
別
に
す
る
『
老
子
』
の
「
道
は
之
を
生
じ
て
而
し
て
德

（31）

は
之
を
畜
ふ
」

と
は
似
て
非
な
る
構
造
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、『
莊
子
』
天
地
篇
に
は
「
泰
初
に
无
有
り
、
有
も
无
く
名
も

（32）

无
く
、
一
の
起
こ
る
所
に
し
て
、
一
有
る
も
而
も
未
だ
形
あ
ら
ず
。
物
は
得
て
以
て
生
ず
、
之
を
德
と
謂
ふ
。
未
だ
形
あ
ら
ざ
る
者
に
も

分
有
り
、
且
に
然
ら
ん
と
し
て
閒
無
し
、
之
を
命
と
謂
ふ
。
留
動
し
て
而
し
て
物
を
生
じ
、
物
成
り
て
理
を
生
ず
、
之
を
形
と
謂
ふ
。
形

體
神
を
保
ち
、
各
の
儀
則
有
り
、
之
を
性
と
謂
ふ
。
性
修
ま
れ
ば
德
に
反
り
、
德
は
初
に
同
じ
く
す
る
に
至
る
」

と
有
り
、
泰
初
か
ら

（33）

一
が
起
こ
り
、
そ
れ
か
ら
德
・
命
・
形
・
性
が
順
次
展
開
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
性
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
德
に
復
歸
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
こ
と
は
泰
初
に
歸
る
こ
と
と
同
じ
だ
と
説
く
。
或
は
『
韓
非
子
』
揚
權
に
も
、「
夫
れ
道
と
は
、
弘
大
に
し
て
而
し
て
形
無
き

な
り
。
德
と
は
、
理
を

覈

か
に
し
て
而
し
て
普
く
至
る
」

と
有
る
。
こ
う
し
た
言
説
は
一
見
、
六
術
篇
や
道
德
説
篇
に
近
い
か
に
見
え

あ
き
ら

（34）

る
。
し
か
し
『
賈
誼
新
書
』
は
「
德
の
六
理
」
の
獲
得
は
説
く
も
の
の
、『
莊
子
』
の
樣
に
「
泰
初
」
へ
の
復
歸
を
主
張
す
る
譯
で
も
無

け
れ
ば
、『
韓
非
子
』
の
樣
に
「
道
」
を
中
心
と
す
る
敍
述
に
終
始
す
る
譯
で
も
無
い
。

こ
の
樣
に
、
六
術
篇
と
道
德
説
篇
と
は
「
德
」
を
中
心
と
し
て
理
想
的
秩
序
世
界
を
語
る
。
そ
れ
故
に
、「
道
」
や
「
一
」
が
中
心
か

ら
追
わ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
先
秦
諸
書
中
で
絶
對
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
「
天
」
も
、
五
行
思
想
に
お
い
て
根
源
的
要
素
で
あ
っ
た

「
陰
陽
」
も
、「
德
」
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
、
思
想
的
に
は
後
退
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
性
」
に
つ
い
て
、

『
孟
子
』
盡
心
上
で
は
「
其
の
心
を
盡
く
す
者
は
、
其
の
性
を
知
る
な
り
。
其
の
性
を
知
れ
ば
、
則
ち
天
を
知
る
。
其
の
心
を
存
し
、
其

の
性
を
養
ふ
は
、
天
に
事
ふ
る
所
以
な
り
」

と
言
い
、『
中
庸
』
に
は
「
天
の
命
ず
る
を
之
性
と
謂
ひ
、
性
に
率
ふ
を
之
道
と
謂
ひ
、
道

（35）

を
脩
む
る
を
之
敎
と
謂
ふ
」

と
有
っ
た
。
ま
た
、『
荀
子
』
正
名
に
「
性
と
は
、
天
の
就
な
り
」

、『
呂
氏
春
秋
』
孟
秋
紀
、
蕩
兵
に
も

（36）

（37）

「
性
と
は
、
天
よ
り
受
く
る
所
な
り
」

と
有
っ
た
。
し
か
し
、
道
德
説
篇
は
「
性
」
に
つ
い
て
、

（38）
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性
と
は
、
道
德
物
を
造
れ
ば
、
物
に
形
有
り
て
而
し
て
道
德
の
神

專

り
て
而
し
て
一
氣
と
爲
り
、
其
の
潤
へ
る
こ
と
の

益

す
厚
き

あ
つ
ま

ま
す
ま

を
明
ら
か
に
す
。
濁
り
て
而
し
て
膠
、
相
ひ
連
な
り
て
物
の
中
に
在
り
、
物
と
爲
り
て
生
ず
る
莫
き
も
、
氣
は
皆
な
焉
に
集
ま
る
、

故
に
之
を
性
と
謂
ふ
。
性
は
、
神
氣
の
會
す
る
所
な
り
。
性
立
て
ば
則
ち
神
氣
は
曉
曉
然
と
し
て
發
し
て
而
し
て
外
に
通
行
し
、
外

物
の
感
と
相
ひ
應
ず
。
（39）

と
言
う
。「
性
」
は
「
道
德
の
神
」
が
一
氣
と
な
っ
た
も
の
、
故
に
「
神
氣
の
會
す
る
所
」
な
の
で
あ
る
。「
性
」
が
生
じ
て
始
め
て
「
神

氣
」
は
外
に
發
す
る
こ
と
に
な
り
、
外
物
と
互
い
に
感
應
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、「
性
」
と
「
天
」
と
の
關
係

や
如
何
。
こ
こ
で
「
六
理
」
が
「
天
・
地
・
人
」
を
含
め
た
萬
物
を
創
造
す
る
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
道
德
説
篇
の
場
合
、「
性
」
を
多
く
の
先
秦
諸
子
が
説
く
樣
に
「
天
」
に
由
來
す
る
も
の
と
し
て
い
な
い
。
そ
れ
の
み
な

ら
ず
、「
性
」
は
「
德
の
理
」
の
一
つ
な
譯
だ
か
ら
、
卻
っ
て
「
天
」
を
創
造
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、『
賈
誼
新
書
』
の
六
術
篇
と
道
德
説
篇
に
見
ら
れ
る
思
想
的
特
色
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
そ
の
特
色
と
し
て
は
、（
一
）「
六

理
」「
六
法
」
に
基
づ
く
秩
序
世
界
觀
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
六
理
」
と
い
う
秩
序
世
界
を
獲
得
す
る
た
め
、
人
に
は
「
六
藝
」

と
い
う
行
爲
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、（
二
）「
理
」
は
萬
物
の
差
異
性
を
語
る
た
め
で
は
な
く
、
普
遍
性
を
強
調
す
る
た
め
の
役

割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
（
三
）
兩
篇
の
言
説
の
思
想
的
核
心
を
占
め
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
も
「
德
」
で
あ
る
こ
と
の
三
點

を
指
摘
し
た
。

で
は
、
賈
誼
は
何
故
こ
の
樣
な
言
論
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
章
を
改
め
て
、
そ
の
政
治
思
想
と
の
關
わ
り
を
中
心

と
し
て
論
じ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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三
、
六
術
篇
・
道
德
説
篇
と
賈
誼
の
政
治
思
想

六
術
・
道
德
説
篇
の
思
想
と
賈
誼
の
政
治
思
想
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
學
者
は
こ
の
兩
者
を
相
容
れ
な
い
も
の
と
考

え
て
き
た
。
そ
の
際
、
鍵
と
な
っ
た
の
は
『
史
記
』
賈
生
列
傳
の
次
の
樣
な
記
述
で
あ
っ
た
。

賈
生
以
爲
へ
ら
く
、
漢
興
り
て
よ
り
孝
文
に
至
る
ま
で
二
十
餘
年
、
天
下
は
和
洽
す
れ
ば
、
而
ち
固
よ
り
當
に
正
朔
を
改
め
、
服
色

を
易
へ
、
制
度
に
法
り
、
官
名
を
定
め
、
禮
樂
を
興
す
べ
し
と
。
乃
ち
悉
く
其
の
事
の
儀
法
を
草
具
し
、
色
は
黃
を
尚
び
、
數
は
五

を
用
ゐ
、
官
名
を
爲
し
、
悉
く
秦
の
法
を
更
む
。
（40）

賈
誼
は
過
秦
論
の
中
で
「
詐
力
」
か
ら
「
仁
義
」
へ
の
政
治
的
轉
換
を
主
張
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
制
度
改
革
を
行
い
、「
秦
の
法
」

を
改
め
る
べ
き
こ
と
を
説
く
。
そ
の
理
論
的
根
據
と
な
っ
た
の
は
五
行
相
勝
説
で
あ
る
。
故
に
賈
誼
は
「
黃
」
を
尚
び
、
數
「
五
」
を
用

い
る
漢
土
德
説
を
表
明
し
、
黑
色
を

上

び
、
數
は
六
を
紀
と
す
る

。
水
德
に
依
據
し
た
制
度
か
ら
の
轉
換
を
訴
え
る
譯
で
あ
る
。『
漢

た
つ
と

（41）

書
』
藝
文
志
が
著
錄
す
る
「
五
曹
官
制
五
篇
」
に
つ
い
て
、
班
固
が
「
賈
誼
條
す
る
所
の
ご
と
し
」

と
注
記
し
た
の
は
、
如
上
の
賈
誼

（42）

の
主
張
に
鑑
み
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
に
土
德
説
の
主
張
と
相
俟
っ
て
「
禮
樂
を
興
す
」
こ
と
が
見
え
て
い
る
の
も
重
要
で

あ
っ
た
。
論
者
は
こ
れ
ら
『
史
記
』『
漢
書
』
に
見
ら
れ
る
賈
誼
の
「
漢
土
德
説
」
や
「
禮
」
思
想
を
基
準
と
し
て
、『
賈
誼
新
書
』
の
思

想
を
辨
別
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
任
繼
愈
主
編
『
中
國
哲
學
發
展
史
（
秦
漢
）』
は
「
現
存
す
る
六
術
・
道
術
・
道
德
説
の
三
篇
の
文
章
は
、
一
般
的
に
賈
誼
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の
二
十
歳
以
前
の
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。〔
…
〕
賈
誼
が
年
若
く
學
業
を
受
け
て
い
た
期
閒
、
社
會
に
は
ま
だ
秦
朝
の
影
響
が
殘

っ
て
お
り
、
數
『
六
』
を
用
い
る
の
は
、
卽
ち
秦
の
風
俗
の
一
側
面
で
あ
っ
た
」

と
言
い
、
王
興
國
も
「
六
術
・
道
德
説
篇
の
中
に
は

（43）

多
く
六
を
用
い
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
秦
制
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。〔
…
〕
し
か
も
賈
誼
は
漢
文
帝
元
年
に
上
疏
し
た

論
定
制
度
興
禮
樂
疏
の
中
で
、『
色
は
黃
を
上
び
、
數
は
五
を
用
』
い
る
樣
に
建
議
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
六
を
數
と
す
る
文
章
は

こ
の
年
よ
り
遲
い
筈
が
無
い
」

と
述
べ
て
い
る
。
卽
ち
彼
ら
は
六
術
・
道
德
説
篇
の
「
六
」
は
秦
制
を
表
す
數
で
あ
り
、
兩
篇
の
成
立

（44）

を
賈
誼
が
漢
土
德
説
を
唱
え
て
制
度
改
革
を
建
議
す
る
以
前
と
見
る
譯
で
あ
る

。
（45）

し
か
し
、
既
に
論
じ
た
樣
に
、
六
術
篇
・
道
德
説
篇
の
「
六
」
は
神
祕
數
で
は
無
く
、
言
説
上
は
賈
誼
の
秩
序
世
界
觀
―
「
六
理
」
説

を
基
礎
と
す
る
具
體
數
で
あ
り

、
そ
の
「
六
理
」
は
萬
物
共
通
の
、
不
變
の
理
法
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
。「
勢
」
の
變
化
に
伴
っ
て
轉

（46）

移
す
べ
き
も
の
で
は
無
い
。
ま
た
、
賈
誼
の
「
六
理
」
の
内
容
も
「
事
は
皆
な
法
に
決
し
、
刻
削
に
し
て
仁
恩
和
義
毋
」

き
水
德
の
も

（47）

の
で
は
無
く
、「
仁
・
義
・
禮
・
智
・
信
・
樂
」
を
「
六
行
」
と
し
て
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。「
六
」
に
よ
っ
て
諸
事
を
ま
と
め
よ
う
と

す
る
思
考
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
秦
の
水
德
説
と
は
結
び
つ
か
な
い
こ
と
は
、
今
で
は
郭
店
楚
墓
竹
簡
『
六
德
』
の
出
土
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
賈
誼
の
漢
土
德
説
の
主
張
と
「
六
理
」
に
基
づ
く
秩
序
世
界
觀
と
は
、
位
相
を
異
に

す
る
問
題
で
あ
っ
て
、
互
い
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
無
い
と
言
っ
て
よ
い
。

で
は
、『
賈
誼
新
書
』
の
政
治
思
想
の
中
で
、
六
術
・
道
德
説
篇
の
思
想
は
一
體
ど
の
樣
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
賈
誼
は
「
禮
」
を
核
心
と
し
た
理
想
的
秩
序
世
界
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
彼
が
提
出
す
る
諸
侯
王
國
對
策
・
匈
奴
對
策
・

鑄
錢
對
策
が
い
ず
れ
も
「
禮
」
的
世
界
を
志
向
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
論
じ
た

。
た
だ
し
賈
誼
は
、
漢
朝
の
安
定
化
は
目

（48）

指
し
て
は
い
て
も
、
皇
帝
權
力
の
絶
對
化
を
望
ん
で
は
い
な
か
っ
た
。
確
か
に
賈
誼
は
天
子
を
「
天
下
の
首
」

と
し
て
頂
點
に
戴
く
階

（49）
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級
社
會
「
經
制
」
の
定
立
を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
理
想
と
す
る
社
會
で
は
、
皇
帝
は
必
ず
し
も
絶
對
的
な
權
柄
を
握
っ
て
い

る
譯
で
は
無
い
。
君
主
が
出
生
以
前
か
ら
そ
の
死
に
至
る
ま
で
常
に
「
禮
」
の
監
視
下
に
置
か
れ
續
け
る
こ
と
は
、
賈
誼
の
敎
育
論
に
詳

ら
か
で
あ
る

。
つ
ま
り
君
主
と
雖
も
、
錯
綜
す
る
權
力
關
係
に
お
け
る
網
の
目
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（50）

こ
う
し
た
君
主
の
位
置
づ
け
は
諸
侯
王
國
對
策
に
お
け
る
賈
誼
の
態
度
に
も
明
確
に
表
れ
て
い
た
。
分
國
策
を
提
示
し
て
皇
帝
と
血
緣

關
係
上
疏
遠
な
諸
侯
王
國
の
適
正
化
に
努
め
つ
つ
も
、
皇
子
が
封
建
さ
れ
て
い
る
國
に
は
藩
屛
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
、
封
建
制
維
持

に
つ
い
て
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
る
の
は

、
郡
縣
化
を
志
向
し
た
皇
帝
權
力
強
化
の
動
き
と
は
一
線
を
劃
す
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
鑄

（51）

錢
對
策
に
お
い
て
、
賈
誼
が
重
視
し
た
の
が
「
顧
租
」
に
よ
る
增
收
を
見
込
む
帝
室
財
政
で
は
な
く
、
農
民
保
護
に
よ
る
國
家
財
政
の
方

で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
證
左
と
な
ろ
う

。
何
よ
り
賈
誼
は
過
秦
論
に
お
い
て
、
絶
對
的
君
主
の
「
孤
獨
」

や
「
己
を
足
れ
り
と
し
て
問

（52）

（53）

は
ず
」

に
對
し
て
警
戒
感
を
示
し
て
い
た
で
は
な
い
か
。
こ
う
し
た
思
考
が
六
術
篇
や
道
德
説
篇
に
お
い
て
は
、「
道
」
を
「
德
」
の
中

（54）

へ
と
含
み
込
ま
せ
、
先
秦
の
「
天
」
の
地
位
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り
、
絶
對
的
な
「
一
」
者
の
否

定
が
「
六
理
」
の
思
想
の
根
幹
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
源
と
し
て
の
「
道
」
よ
り
も
生
成
作
用
を
有
す
る
「
德
」
を
重
視
す
る
思
考
も
、
賈
誼
の
「
詐
力
」
か
ら
「
仁
義
」
、
卽
ち

攻
取
か
ら
守
成
へ
の
政
治
的
轉
換
を
訴
え
る
過
秦
の
思
想
と
共
通
點
を
持
つ
。『
賈
誼
新
書
』
時
變
篇
に
「
今
は
何
如
、
進
取
の
時
は
去

れ
り
、
幷
兼
の
勢
は
過
ぎ
た
り
」
と
言
い
、
秦
が
「
廉
恥
の
節
・
仁
義
の
厚
に
反
る
を
知
ら
ず
、
幷
兼
の
法
を
信
じ
、
進
取
の
業
を
遂
げ
、

凡
そ
十
三
歳
に
し
て
而
し
て
社
稷
は
墟
と
爲
り
し
は
、
守
成
の
數
・
之
を
得
る
の
術
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
」
と
指
摘
し
て
い
る

。
こ
こ

（55）

か
ら
は
、
賈
誼
が
眼
前
の
時
代
を
「
守
成
」
の
時
代
と
し
て
語
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
過
秦
論
に
披
瀝
さ
れ
た
思
想
は
、

正
し
く
こ
の
時
代
認
識
を
反
映
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
が
、
六
術
・
道
德
説
篇
の
中
で
、
始
源
と
し
て
の
「
道
」
よ
り
も
、
生
成
の
「
德
」
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へ
と
重
心
が
移
っ
て
い
る
の
も
、
こ
う
し
た
賈
誼
の
時
代
認
識
を
反
映
し
て
の
も
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
賈
誼
の
政
治
思
想
が
文
帝
と
の
閒
に
懸
隔
を
生
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
賈
誼
に
「
德
の
六
理
」
説
を
唱
え
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
た
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
朝
に
對
し
て
脅
威
的
な
勢
力
を
有
し
て
い
た
當
時
の
諸
侯
王
國
に
つ
い
て
、
賈
誼
は

自
身
の
「
六
親
」
觀
に
基
づ
い
て
、
卽
時
の
分
國
を
求
め
る
一
方
で
、
文
帝
の
子
の
國
に
は
藩
屛
と
し
て
の
役
割
を
期
待
し
て
い
た
。
つ

ま
り
、
諸
侯
王
國
と
い
う
制
度
は
維
持
し
た
ま
ま
で
、
漢
朝
の
優
位
を
保
と
う
と
し
て
い
た
譯
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
帝
は
諸
侯
王
の
死

後
に
分
國
す
る
こ
と
で
、
後
の
「
推
恩
の
令
」
に
繫
が
る
基
礎
を
形
作
っ
て
い
る

。
匈
奴
對
策
に
お
い
て
は
、
賈
誼
は
「
三
表
五
餌
」

（56）

に
よ
っ
て
匈
奴
を
投
降
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
文
帝
は
そ
れ
を
用
い
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
文
帝
は
財
政
上
の
觀
點
か
ら
、
賈
誼
が
匈
奴
對

策
の
財
源
と
し
て
擧
げ
た
「
二
族
」
―
呉
王
濞
と
鄧
通
を
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う

。
そ
れ
故
、
鑄
錢
對
策
で
も

（57）

兩
者
は
衝
突
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
帝
は
私
鑄
を
許
し
て
「
顧
租
」
を
徵
收
す
る
こ
と
で
增
收
を
圖
っ
た
が
、
賈
誼
は
あ
く
ま
で
も
秩

序
の
觀
點
か
ら
鑄
錢
權
を
漢
朝
に
取
り
戾
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る

。
こ
の
樣
に
、
文
帝
と
賈
誼
と
は
具
體
的
政
策
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど

（58）

一
致
點
を
見
て
い
な
い
。

ま
た
そ
れ
以
上
に
大
き
か
っ
た
の
は
政
治
思
想
上
の
相
違
で
あ
る
。「
禮
」
を
核
心
と
す
る
賈
誼
の
政
治
思
想
が
、「
道
家
の
學
を
好
み

て
、
以
爲
へ
ら
く
繁
禮
飾
貌
は
、
治
に
益
無
し
」

と
す
る
文
帝
の
考
え
と
終
始
交
わ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

（59）

い
。
賈
誼
が
早
く
か
ら
拔
擢
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
結
局
は
諸
侯
王
太
傅
の
任
に
止
ま
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
、
決
し
て
元
老
達
の
た
め
だ

け
で
は
無
か
っ
た
ろ
う
。
文
帝
自
身
、
長
沙
か
ら
賈
誼
を
呼
び
戾
し
て
お
き
な
が
ら
、
政
治
に
つ
い
て
問
わ
ず
、
鬼
神
に
つ
い
て
尋
ね
た

だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
彼
ら
の
閒
に
政
治
上
の
す
れ
違
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
樣
に
文
帝
と
賈
誼
、
兩
者
閒
に
ど
う
し
て
も
埋
め
難
い
溝
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
す
る
時
、
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
思
想
は
新
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た
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。
確
か
に
六
術
・
道
德
説
篇
の
思
想
は
、
先
秦
以
來
の
道
家
思
想
或
は
黃
老
思
想
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
は

あ
っ
た
。
し
か
し
、
賈
誼
は
決
し
て
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
は
い
な
い
。
と
り
わ
け
道
家
思
想
や
黃
老
思
想
に
お
い
て
「
道
」
が

獲
得
し
て
い
た
絶
對
性
を
解
體
し
て
、
他
の
五
「
理
」
と
同
列
に
竝
べ
、「
德
」
の
一
部
と
し
て
再
編
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
意
味

に
お
い
て
、
六
術
・
道
德
説
篇
の
思
想
は
決
し
て
從
來
言
わ
れ
て
い
た
樣
な
、
單
純
な
「
道
儒
折
衷
」
の
哲
學
思
想
で
は
無
い
。
閻
利
春

が
「
賈
誼
の
『
德
』
の
強
調
は
、
彼
が
儒
家
の
仁
義
の
精
神
に
よ
っ
て
道
家
の
『
道
』
を
改
造
し
よ
う
と
し
た
一
種
の
表
現
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
」

と
指
摘
し
て
い
る
樣
に
、
そ
れ
は
「
仁
義
」
や
「
禮
」
を
重
視
す
る
側
か
ら
の
、
道
家
的
な
「
道
」
に
對
す
る
積
極
的
な
挑
戰

（60）

だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
賈
誼
の
「
德
の
六
理
」
説
は
、
文
帝
の
信
奉
す
る
黃
老
思
想
へ
の
反
措
定
を
意
圖
し
た
も

の
で
は
無
か
っ
た
か
、
筆
者
に
は
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
。

本
節
で
は
、
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
思
想
と
賈
誼
の
政
治
思
想
の
關
わ
り
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
き
た
。
ま
ず
、
六
術
篇
と
道
德
説

篇
に
見
ら
れ
る
「
六
」
の
思
想
が
決
し
て
賈
誼
が
唱
え
た
と
さ
れ
る
漢
土
德
説
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
兩
篇
の
思

想
が
有
す
る
絶
對
的
「
一
」
者
の
不
在
、
生
成
の
重
視
と
い
っ
た
特
色
が
、
賈
誼
の
具
體
的
な
政
治
思
想
と
も
共
通
項
を
持
つ
も
の
で
あ

っ
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
六
術
篇
と
道
德
説
篇
と
が
道
家
的
な
「
道
」
を
脱
構
築
し
、「
德
」
の
世
界
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
に
鑑
み
る
時
、
そ
の
思
想
が
當
時
の
政
治
的
思
想
的
環
境
に
誘
發
さ
れ
た
消
極
的
な
妥
協
の
産
物
で
は
無
く
、
寧
ろ
賈
誼
が
文
帝
と
の

政
治
的
思
想
的
對
立
を
積
極
的
に
克
服
し
よ
う
と
し
て
辿
り
着
い
た
思
惟
の
結
果
で
あ
っ
た
可
能
性
を
論
じ
た
。
つ
ま
り
、
兩
篇
の
思
想

は
賈
誼
の
政
治
理
論
の
一
つ
の
歸
結
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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四
、
お
わ
り
に

以
上
、
本
文
で
は
『
賈
誼
新
書
』
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
思
想
を
政
治
思
想
と
し
て
の
視
點
か
ら
讀
み
解
い
て
き
た
。
兩
篇
の
思
想
的

特
色
と
し
て
、
（
一
）「
六
理
」「
六
法
」
に
基
づ
く
秩
序
世
界
觀
が
述
べ
ら
れ
、
人
は
「
六
藝
」
と
い
う
行
爲
基
準
に
順
っ
て
生
活
す
る

こ
と
で
「
六
理
」
が
獲
得
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、（
二
）「
理
」
は
萬
物
の
普
遍
性
を
強
調
す
る
た
め
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ

と
、（
三
）
兩
篇
の
思
想
的
核
心
を
占
め
て
い
る
の
は
「
德
」
で
あ
る
こ
と
の
三
點
を
擧
げ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
絶
對
的
「
一
」

者
の
不
在
や
生
成
の
重
視
と
い
っ
た
特
徵
が
賈
誼
の
政
治
思
想
と
共
通
點
が
有
る
こ
と
に
言
及
す
る
と
共
に
、
兩
篇
の
思
想
が
文
帝
が
信

奉
し
て
い
た
「
道
」
の
思
想
を
脱
構
築
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
兩
篇
の
言
説
は
極

め
て
政
治
色
に
富
む
思
想
の
表
現
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
六
術
・
道
德
説
篇
の
思
想
は
、
後
世
に
受
け
繼
が
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
筈
で
あ
る
。
從
來
、
賈
誼
は
中
央

集
權
を
志
向
し
た
思
想
家
と
し
て
讀
ま
れ
て
き
た
。
賈
誼
は
確
か
に
皇
帝
を
頂
點
に
戴
く
「
經
制
」
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
は
い

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
單
純
な
尊
君
の
思
想
で
は
無
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
賈
誼
の
思
考
は
「
秦
」
批
判
に
端
を
發
し
、
皇
帝
の

絶
對
專
制
を
否
定
す
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
六
術
篇
と
道
德
説
篇
が
唯
一
の
「
道
」
や
「
天
」
よ
り
も
、
六
つ
の
「
德
の
理
」
を

理
論
上
の
核
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
そ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
賈
誼
の
思
想
に
對
し
て
、
世
は
皇
帝
權
力
一
尊
へ
と
傾

い
て
い
き
、
武
帝
の
時
に
一
つ
の
頂
點
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
思
想
が
繼
承
さ
れ
る
こ
と
が
無
か
っ
た
の
は
、

寧
ろ
當
然
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
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し
か
し
、
た
と
え
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
兩
篇
の
思
想
を
輕
視
し
て
は
な
る
ま
い
。
我
々
は
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
思
想
の
中

に
、
賈
誼
や
そ
の
後
學
が
現
實
世
界
と
の
閒
に
行
っ
た
思
想
的
營
爲
の
一
端
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

注
（
１
）
内
山
俊
彦
「
漢
初
儒
家
に
お
け
る
自
然
認
識
と
政
治
意
識
（
二
）
―
陸
賈
・
賈
誼
・
韓
嬰
を
中
心
と
し
て
―
」
、『
山
口
大
學
文
學

會
誌
』
第
二
三
卷
（
一
九
七
二
年
一
一
月
）
、
一
三
〇
頁
。
他
に
も
重
澤
俊
郞
は
「
此
の
思
想
（
筆
者
注
：
六
理
の
思
想
）
が
道

の
觀
念
を
基
底
と
し
て
成
立
し
、
而
も
其
の
槪
念
た
る
や
道
家
に
於
け
る
道
の
槪
念
と
甚
だ
近
似
せ
る
。〔
…
〕
儒
術
を
中
心
と

す
る
新
文
化
主
義
の
提
唱
者
は
斯
る
本
體
論
の
上
に
自
己
の
思
想
體
系
を
構
成
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
要
請
に
迫
ら
れ
て
ゐ
た
と
言

へ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。「
賈
誼
新
書
の
思
想
」
、『
東
洋
史
硏
究
』
第
一
〇
卷
第
四
號
（
一
九
四
九
年
一
月
）、
四
九
～
五
〇
頁
、

或
は
氏
著
『
原
始
儒
家
思
想
と
經
學
』（
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
）、
一
七
五
頁
。
ま
た
、
金
春
峰
は
「
黃
老
向
儒
家
轉

化
或
黃
老
與
儒
家
思
想
相
結
合
的
一
種
特
殊
産
物
」
と
言
い
、
宇
野
茂
彦
も
「
道
家
的
宇
宙
觀
と
儒
家
的
德
敎
と
を
折
衷
」
し
た

も
の
だ
と
し
、
そ
の
背
後
に
黃
老
思
想
の
世
界
觀
が
流
行
し
て
い
た
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
宇
野
茂
彦
「
賈
誼
新
書
札
記
」、

『
名
大
文
學
部
硏
究
論
集

哲
學
』
第
三
四
集
（
一
九
八
八
年
三
月
）、
一
七
七
～
一
八
七
頁
及
び
金
春
峰
『
漢
代
思
想
史
』（
北

京
、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
六
五
頁
。

（
２
）
た
だ
、
淸
の
王
耕
心
撰
『
賈
子
次
詁
』
は
舊
本
を
再
編
し
て
、
兩
篇
共
に
内
篇
九
卷
に
置
い
て
い
る
。

（
３
）
漢
班
固
撰
、
唐
顏
師
古
注
『
漢
書
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
）、
卷
四
八
、
二
二
六
五
頁
。
原
文
「
其
切
於
世
事
者
」。
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（
４
）
余
嘉
錫
『
四
庫
提
要
辨
證
』（
昆
明
、
雲
南
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
四
六
七
頁
。

（
５
）
西
漢
賈
誼
撰
、
明
何
孟
春
訂
注
『
賈
誼
集
・
賈
太
傅
新
書
』（
長
沙
、
嶽
麓
書
社
、
二
〇
一
〇
年
）、
一
五
九
～
一
六
〇
頁
。
原
文

「
若
乃
篇
中
語
連
及
他
事
者
、
亦
爲
『
連
語
』。
篇
中
事
雜
著
群
語
者
、
亦
爲
『
雜
事
』
。〔
…
〕
雖
然
、
誼
書
『
連
語
』『
雜
事
』

之
云
、
吾
不
能
得
其
實
矣
」。

（
６
）
賈
誼
撰
『
新
書
』（
臺
北
、
臺
灣
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）、
卷
八
、
七
葉
表
～
七
葉
裏
。
原
文
「
澤
者
、
鑑
也
、
謂
之
道
」、「
鑑

生
空
竅
、
而
通
之
以
道
」。

（
７
）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
八
葉
表
。
原
文
「
道
者
無
形
、
平
和
而
神
。
道
物
有
載
物
者
、
畢
以
順
理
和
適
行
。
故
物
有
淸
而
澤
。
澤

者
、
鑑
也
。
鑑
以
道
之
神
、
模
貫
物
形
、
通
達
空
竅
、
奉
一
出
入
爲
先
、
故
謂
之
鑑
。
鑑
者
、
所
以
能
見
也
。
見
者
、
目
也
。
道

德
施
物
精
微
而
爲
目
。
是
故
物
之
始
形
也
、
分
先
而
爲
目
。
目
成
也
、
形
乃
從
。
是
以
人
及
有
因
之
、
在
氣
莫
精
於
目
。
目
淸
而

潤
澤
若
濡
、
無
毳
穢
雜
焉
、
故
能
見
也
。
由
此
觀
之
、
目
足
以
明
道
德
之
潤
澤
矣
、
故
曰
『
澤
者
、
鑑
也
』、『
生
空
竅
通
之
以
道
』」。

（
８
）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
五
葉
裏
。
原
文
「
德
有
六
理
。
何
謂
六
理
。
道
・
德
・
性
・
神
・
明
・
命
、
此
六
者
、
德
之
理
也
。
六
理

無
不
生
也
。
已
生
而
六
理
存
乎
所
生
之
内
。
是
以
陰
陽
・
天
地
人
、
盡
以
六
理
爲
内
度
、
内
度
成
業
、
故
謂
之
六
法
。
六
法
藏
内
、

變
㳅
而
外
遂
、
外
遂
六
術
、
故
謂
之
六
行
。
是
以
陰
陽
各
有
六
月
之
節
、
而
天
地
有
六
合
之
事
、
人
有
仁
・
義
・
禮
・
智
・
聖
之

行
、
行
和
則
樂
興
、
樂
興
則
六
、
此
之
謂
六
行
。
陰
陽
・
天
地
之
動
也
、
不
失
六
行
、
故
能
合
六
法
。
人
謹
脩
六
行
、
則
亦
可
以

合
六
法
矣
」。

（
９
）
徐
復
觀
「
賈
誼
思
想
的
再
發
現
」、『
大
陸
雜
誌
』
第
五
一
卷
第
三
期
（
一
九
七
五
年
九
月
）、
一
八
頁
、『
兩
漢
思
想
史
』
卷
二
（
臺

北
、
臺
灣
學
生
書
局
、
一
九
七
六
年
）、
一
六
〇
頁
。



- 86 -

（

）
こ
う
し
た
六
を
「
五
＋
一
」
と
し
て
説
く
の
は
、「
聲
音
の
道
」
を
述
べ
た
「
五
聲
宮
・
商
・
角
・
徵
・
羽
、
唱
和
相
應
而
調
和
、

10

調
和
而
成
理
謂
之
音
。
聲
五
也
、
必
六
而
備
、
故
曰
聲
與
音
六
」
に
も
見
え
て
い
る
。
た
だ
し
、『
賈
誼
新
書
』
六
術
篇
の
「
人

の
親
屬
」
や
「
數
度
の
道
」
を
述
べ
た
箇
所
に
は
見
ら
れ
な
い
。
郭
店
楚
簡
・
馬
王
堆
帛
書
『
五
行
篇
』
に
も
類
似
表
現
が
有
る

が
、「
五
行
之
所
和
、
和
則
樂
。
樂
則
有
德
。
有
德
則
國
家
興
」（
經
十
八
）
と
、
決
し
て
「
五
＋
一
」
を
強
調
す
る
譯
で
は
無
い
。

（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
七
葉
表
。
原
文
「
事
之
以
六
爲
法
者
、
不
可
勝
數
也
。
此
所
言
六
、
以
效
事
之
盡
以
六
爲
度
者
、
謂
六
理
。

11

可
謂
陰
陽
之
六
節
、
可
謂
天
地
之
六
法
、
可
謂
人
之
六
行
」。

（

）
重
澤
俊
郞
『
原
始
儒
家
思
想
と
經
學
』、
一
七
二
頁
。

12
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
五
葉
裏
～
六
葉
表
。
原
文
「
然
而
人
雖
有
六
行
、
微
細
難
識
。
唯
先
王
能
審
之
。
凡
人
弗
能
自
至
、
是
故

13

必
待
先
王
之
敎
、
乃
知
所
從
事
。
是
以
先
王
爲
天
下
設
敎
、
因
人
所
有
以
之
爲
訓
、
道
人
之
情
以
之
爲
眞
。
是
故
内
本
六
法
、
外

體
六
行
、
以
（
與
）
〔
興
〕
詩
・
書
・
易
・
春
秋
・
禮
・
樂
六
者
之
術
、
以
爲
大
義
、
謂
之
六
藝
。
令
人
緣
之
以
自
脩
、
脩
成
則

得
六
行
矣
。
六
行
不
正
、
反
合
六
法
。
藝
之
所
以
六
者
、
法
六
法
而
體
六
行
故
也
、
故
曰
六
則
備
矣
」。
引
文
中
の
「
興
」
字
は
、

兪
樾
『
諸
子
平
議
』
に
從
っ
て
改
め
た
。

（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
九
葉
裏
～
一
〇
葉
表
。
原
文
「
書
者
、
著
德
之
理
於
竹
帛
而
陳
之
、
令
人
觀
焉
、
以
著
所
從
事
、
故
曰
『
書

14

者
、
此
之
著
者
也
。』
詩
者
、
志
德
之
理
、
而
明
其
指
、
令
人
緣
之
以
自
成
也
、
故
曰
『
詩
者
、
此
之
志
者
也
。』
易
者
、
察
人
之

精
德
之
理
與
弗
循
、
而
占
其
吉
凶
、
故
曰
『
易
者
、
此
之
占
者
也
。』
春
秋
者
、
守
往
事
之
合
德
之
理
與
不
合
、
而
紀
其
成
敗
、

以
爲
來
事
師
法
、
故
曰
『
春
秋
者
、
此
之
紀
者
也
。』
禮
者
、
體
德
理
而
爲
之
節
文
、
成
人
事
、
故
曰
『
禮
者
、
此
之
體
者
也
。』

樂
者
、
書
・
詩
・
易
・
春
秋
・
禮
五
者
之
道
備
、
則
合
於
德
矣
、
合
則
驩
然
大
樂
矣
、
故
曰
『
樂
者
、
此
之
樂
者
也
』」。
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（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
一
〇
葉
表
～
一
〇
葉
裏
。
原
文
「
德
之
理
盡
施
於
人
、
其
在
人
也
、
内
而
難
見
、
是
以
先
王
擧
德
之
頌
而

15

爲
辭
語
、
以
明
其
理
、
陳
之
天
下
、
令
人
觀
焉
」。

（

）
淸
王
先
愼
撰
『
韓
非
子
集
解
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
）、
卷
六
、
一
四
六
～
一
四
七
頁
。
原
文
「
道
者
、
萬
物
之
所

16

然
也
、
萬
理
之
所
稽
也
。
理
者
、
成
物
之
文
也
。
道
者
、
萬
物
之
所
以
成
也
」。

（

）
鄧
國
光
は
、
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
「
『
六
理
』
涵
具
『
德
』
的
生
化
作
用
。〔
…
〕『
六
理
』
非
但
是
『
六
藝
』
的
大
本
、
天
地

17

一
切
事
物
之
生
成
化
育
、
皆
離
不
開
『
六
理
』
」
と
言
い
、「
『
六
理
』
卽
『
德
』、
以
『
理
』
代
『
德
』、
是
《
韓
非
子
・
解
老
》

的
思
路
、
但
内
涵
完
全
不
同
」
と
述
べ
て
い
る
。
氏
著
『
經
學
義
理
』（
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
三
八
頁
。

（

）
徐
復
觀
『
兩
漢
思
想
史
』
卷
二
、
一
五
八
頁
。

18
（

）
王
先
愼
『
韓
非
子
集
解
』
卷
六
、
一
四
七
頁
。
原
文
「
萬
物
各
異
理
。
萬
物
各
異
理
、
而
道
盡
稽
萬
物
之
理
、
故
不
得
不
化
」。

19
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
九
葉
表
。
原
文
「
命
者
、
物
皆
得
道
德
之
施
以
生
、
則
澤
潤
性
氣
神
明
、
及
形
體
之
位
分
・
數
度
、
各
有

20

極
量
指
奏
矣
。
此
皆
所
受
其
道
德
、
非
以
嗜
欲
取
捨
然
也
。
其
受
此
具
也
、
礐
然
有
定
矣
、
不
可
得
辭
也
、
故
曰
命
。
命
者
、
不

得
毋
生
、
生
則
有
形
、
形
而
道
德
性
神
明
因
載
於
物
形
」。

（

）
齋
木
哲
郞
は
「
賈
誼
思
想
の
骨
子
は
道
の
本
體
か
ら
そ
の
壯
大
な
作
用
を
『
德
』
と
し
て
抽
出
し
、
そ
の
德
が
『
無
を
離
れ
て
有

21

に
之
く
』
生
成
過
程
で
道
・
德
・
性
・
神
・
明
・
命
の
六
理
を
生
ぜ
し
め
、
そ
の
理
は
秩
序
を
維
持
す
る
理
法
性
で
あ
る
と
と
も

に
社
會
の
變
革
を
き
た
す
移
行
原
理
で
も
あ
る
、
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
賈
誼
は
こ
の
理
の
作
用
を
絶
對
視
し
て
あ
ら
ゆ

る
方
向
に
そ
の
應
用
を
考
え
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
卓
見
で
あ
る
。
氏
著
「
賈
誼
の
太
子
敎
育
論
と
西
漢
儒
學
」、『
中
國

―
社
會
と
文
化
』
第
六
號
（
一
九
九
一
年
六
月
）
、
一
四
二
～
一
五
八
頁
、
後
、『
秦
漢
儒
敎
の
硏
究
』（
東
京
、
汲
古
書
院
、
二
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〇
〇
四
年
）、
二
一
五
～
二
四
五
頁
所
收
、
今
、
著
書
、
二
二
一
頁
よ
り
引
用
。

（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
七
葉
裏
。
原
文
「
德
有
六
美
。
何
謂
六
美
。
有
道
、
有
仁
、
有
義
、
有
忠
、
有
信
、
有
密
、
此
六
者
、
德

22

之
美
也
。
道
者
德
之
本
也
。
仁
者
德
之
出
也
。
義
者
德
之
理
也
。
忠
者
德
之
厚
也
。
信
者
德
之
固
也
。
密
者
德
之
高
也
」。

（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
七
葉
裏
。
原
文
「
六
理
・
六
美
、
德
之
所
以
生
陰
陽
天
地
人
與
萬
物
也
」。

23
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
九
葉
表
。
原
文
「
德
生
物
、
又
養
物
」。

24
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
八
葉
表
～
八
葉
裏
。
原
文
「
德
者
、
離
無
而
之
有
、
故
潤
則
腒
然
濁
而
始
形
矣
。
故
六
理
發
焉
。
六
理
所

25

以
爲
變
而
生
也
、
所
生
有
理
、
然
則
物
得
潤
以
生
、
故
謂
潤
德
。
德
者
、
變
及
物
理
之
所
出
也
。（
未
）〔
夫
〕
變
者
、
道
之
頌
也
。

道
氷
而
爲
德
、
神
載
於
德
。
德
者
、
道
之
澤
也
。
道
雖
神
、
必
載
於
德
、
而
頌
乃
有
所
因
、
以
發
動
變
化
而
爲
變
。
變
及
諸
生
之

理
、
皆
道
之
化
也
、
各
有
條
理
、
以
載
於
德
。
德
受
道
之
化
而
發
之
、
各
不
同
狀
、
德
潤
」。
引
文
中
の
「
夫
」
字
は
、
兪
樾
『
諸

子
平
議
』
に
從
っ
て
改
め
た
。

（

）
徐
復
觀
『
兩
漢
思
想
史
』
卷
二
、
一
六
二
頁
。

26
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
九
葉
表
。
原
文
「
物
所
道
始
謂
之
道
、〔
…
〕
德
之
有
也
、
以
道
爲
本
也
」。

27
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
九
葉
裏
。
原
文
「
德
生
於
道
而
有
理
、
守
理
則
合
於
道
、
與
道
理
密
而
弗
離
也
。
故
能
畜
物
養
物
」。

28
（

）
蔡
廷
吉
『
賈
誼
硏
究
』（
臺
北
、
文
史
哲
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）、
一
三
一
頁
。

29
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
八
葉
裏
～
九
葉
表
。
原
文
「
神
者
、
道
德
神
氣
、
發
於
性
也
、
康
若
濼
流
、
不
可
物
效
也
。
變
化
無
所
不

30

爲
、
物
理
及
諸
變
之
起
、
皆
神
之
所
化
也
」。

（

）
陳
麗
桂
「
從
《
新
書
》
看
賈
誼
融
合
儒
、
道
、
法
的
思
想
要
論
」、『
國
文
學
報
』
第
二
五
期
（
一
九
九
六
年
六
月
）、
一
七
四
頁
。

31
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（

）
高
明
撰
『
帛
書
老
子
校
注
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
九
六
年
）、
六
九
頁
。
今
、
甲
本
に
據
っ
た
。
原
文
「
道
生
之
而
德
畜
之
」
。

32
（

）
淸
郭
慶
藩
撰
『
莊
子
集
釋
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）、
卷
五
上
、
四
二
四
頁
。
原
文
「
泰
初
有
无
、
无
有
无
名
、
一

33

之
所
起
、
有
一
而
未
形
。
物
得
以
生
、
謂
之
德
。
未
形
者
有
分
、
且
然
無
閒
、
謂
之
命
。
畱
動
而
生
物
、
物
成
生
理
、
謂
之
形
。

形
體
保
神
、
各
有
儀
則
、
謂
之
性
。
性
脩
反
德
、
德
至
同
於
初
」。

（

）
王
先
愼
『
韓
非
子
集
解
』
卷
二
、
四
六
頁
。
原
文
「
夫
道
者
、
弘
大
而
無
形
。
德
者
、
覈
理
而
普
至
」。

34
（

）
淸
焦
循
撰
『
孟
子
正
義
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
七
年
）、
卷
二
六
、
八
七
七
～
八
七
八
頁
。
原
文
「
盡
其
心
者
、
知
其
性

35

也
。
知
其
性
、
則
知
天
矣
。
存
其
心
、
養
其
性
、
所
以
事
天
也
」。

（

）
宋
朱
熹
撰
『
四
書
章
句
集
注
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）、
一
七
頁
。
原
文
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
脩
道
之

36

謂
敎
」。

（

）
淸
王
先
謙
撰
『
荀
子
集
解
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
八
八
年
）、
卷
十
六
、
四
二
八
頁
。
原
文
「
性
者
、
天
之
就
也
」。

37
（

）
許
維
遹
撰
『
呂
氏
春
秋
集
釋
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
）、
卷
七
、
一
五
八
頁
。
原
文
「
性
者
、
所
受
於
天
也
」。

38
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
八
、
八
葉
裏
。
原
文
「
性
者
、
道
德
造
物
、
物
有
形
而
道
德
之
神
專
而
爲
一
氣
、
明
其
潤
益
厚
矣
。
濁
而
膠
相

39

連
在
物
之
中
、
爲
物
莫
生
、
氣
皆
集
焉
、
故
謂
之
性
。
性
、
神
氣
之
所
會
也
。
性
立
則
神
氣
曉
曉
然
發
、
而
通
行
於
外
矣
。
與
外

物
之
感
相
應
」。

（

）
漢
司
馬
遷
撰
、
宋
裴
駰
集
解
、
唐
司
馬
貞
索
隱
、
唐
張
守
節
正
義
『
史
記
』（
北
京
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）、
卷
八
四
、
屈

40

原
賈
生
列
傳
、
三
〇
〇
五
頁
。
原
文
「
賈
生
以
爲
漢
興
至
孝
文
二
十
餘
年
、
天
下
和
洽
、
而
固
當
改
正
朔
、
易
服
色
、
法
制
度
、

定
官
名
、
興
禮
樂
。
乃
悉
草
具
其
事
儀
法
、
色
尚
黃
、
數
用
五
、
爲
官
名
、
悉
更
秦
之
法
」。
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（

）
司
馬
遷
『
史
記
』
卷
六
、
秦
始
皇
本
紀
、
三
〇
二
頁
。
原
文
「
衣
服
旄
旌
節
旗
皆
上
黑
、
數
以
六
爲
紀
」。

41
（

）
班
固
『
漢
書
』
卷
三
十
、
一
七
三
四
頁
。
原
文
「
似
賈
誼
所
條
」。

42
（

）
任
繼
愈
主
編
『
中
國
哲
學
發
展
史
（
秦
漢
）』（
北
京
、
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）、
一
五
五
頁
。

43
（

）
王
興
國
『
賈
誼
評
傳
』（
南
京
、
南
京
大
學
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）、
五
五
頁
。

44
（

）『
賈
誼
新
書
』
六
術
篇
と
道
德
説
篇
の
成
書
年
代
に
つ
い
て
、
他
に
次
の
樣
な
見
解
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
□
和
順
は
兩

45

篇
に
見
え
る
數
六
を
尚
ぶ
立
場
は
秦
の
立
場
で
あ
り
、
秦
を
否
定
す
る
賈
誼
の
考
え
方
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
賈
誼
の
自

著
に
對
す
る
解
説
部
分
に
當
た
る
可
能
性
を
指
摘
し
、
後
世
、
賈
誼
の
門
人
や
末
裔
に
よ
っ
て
增
補
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指

摘
す
る
。
□
氏
著
「
賈
誼
『
新
書
』
の
成
立
を
め
ぐ
る
問
題
點
―
道
術
、
六
術
、
道
德
說
篇
を
中
心
と
し
て
―
」、『
名
古
屋
大
學

文
學
部
硏
究
論
集

哲
學
』
第
三
五
號
（
一
九
八
八
年
三
月
）
、
一
六
一
～
一
七
二
頁
。
ま
た
別
に
、
李
學
勤
は
郭
店
楚
簡
『
六

德
』
に
つ
い
て
述
べ
て
、「
漢
初
的
賈
誼
應
該
讀
到
這
種
著
作
、
如
果
考
慮
到
賈
誼
曾
居
於
楚
地
長
沙
、
更
使
我
們
相
信
他
一
定

見
過
在
楚
國
傳
流
過
的
這
些
儒
書
」
と
指
摘
し
、
城
山
陽
宣
も
賈
誼
は
長
沙
左
遷
後
に
、
帛
書
『
五
行
』
や
郭
店
楚
簡
『
六
德
』

の
樣
な
思
想
形
態
を
參
考
に
し
て
、
六
術
篇
・
道
德
説
篇
を
完
成
さ
せ
た
と
考
え
て
い
る
。
李
學
勤
「
郭
店
楚
簡
《
六
德
》
的
文

獻
學
意
義
」、
武
漢
大
學
中
國
文
化
硏
究
院
編
『
郭
店
楚
簡
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』（
武
漢
、
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇

年
）
、
一
八
頁
及
び
城
山
陽
宣
「
賈
誼
『
新
書
』
成
立
説
に
關
す
る
史
料
批
判
的
硏
究
」
、『
關
西
大
學
中
國
文
學
會
紀
要
』
第
二

二
號
（
二
〇
〇
一
年
三
月
）、
一
～
二
四
頁
及
び
「
賈
誼
年
譜
長
編
序
説
―
資
料
編
年
上
の
問
題
點
を
中
心
に
」
、
『
關
西
大
學
中

國
文
學
會
紀
要
』
第
二
七
號
（
二
〇
〇
六
年
三
月
）、
一
〇
七
～
一
三
九
頁
參
照
。
た
だ
、
閻
利
春
は
『
六
德
』
と
六
術
篇
・
道

德
説
篇
の
思
想
と
を
比
較
し
て
、
互
い
に
異
な
る
と
考
え
て
い
る
。
氏
著
「
「
德
」
以
「
道
」
爲
本
、「
道
」
因
「
德
」
而
生
變
的
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「
道
德
」
論
」、『
賈
誼
道
論
硏
究
』（
北
京
、
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）、
七
八
～
八
〇
頁
。

（

）
賈
誼
自
身
の
「
六
」
へ
の
著
想
は
、
徐
復
觀
が
「
其
所
以
特
別
重
視
六
的
觀
念
、
而
必
配
足
六
的
數
字
、
可
能
是
因
爲
立
足
於
六

46

藝
之
上
、
由
六
藝
之
六
而
向
上
推
、
向
下
衍
的
」
と
言
う
樣
に
、
六
藝
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
徐
復
觀
『
兩
漢
思
想
史
』

卷
二
、
一
七
〇
頁
。

（

）
司
馬
遷
『
史
記
』
卷
六
、
秦
始
皇
本
紀
、
三
〇
五
頁
。
原
文
「
事
皆
決
於
法
、
刻
削
毋
仁
恩
和
義
」。

47
（

）
拙
論
「
『
賈
誼
新
書
』
の
諸
侯
王
國
對
策
」
、『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
五
六
集
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）、
一
六
～
三
一
頁
・
「
《
賈

48

誼
新
書
》
的
匈
奴
對
策
」、
國
立
政
治
大
學
中
國
文
學
系
主
編
『
第
九
屆
漢
代
文
學
與
思
想
國
際
學
術
硏
討
會
論
文
集
』（
臺
北
、

國
立
政
治
大
學
中
國
文
學
系
、
二
〇
一
四
年
）
、
一
五
五
～
一
七
四
頁
・
「
《
賈
誼
新
書
》
的
鑄
錢
對
策
」
、
『
臺
大
中
文
學
報
』
第

三
九
期
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
）、
三
五
～
七
〇
頁
參
照
。

（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
三
、
解
縣
、
一
一
葉
表
及
び
威
不
信
、
一
二
葉
表
。
原
文
「
天
子
者
、
天
下
之
首
也
」。

49
（

）
拙
論
「《
賈
誼
新
書
》
之
禮
思
想
」、『
國
立
臺
灣
大
學
哲
學
論
評
』
第
三
九
號
（
二
〇
一
〇
年
三
月
）、
二
〇
九
～
二
三
八
頁
參
照
。

50
（

）
拙
論
「
『
賈
誼
新
書
』
の
諸
侯
王
國
對
策
」
參
照
。

51
（

）『
史
記
』
平
準
書
に
「
量
吏
祿
、
度
官
用
、
以
賦
於
民
。
而
山
川
園
池
市
井
租
税
之
入
、
自
天
子
以
至
于
封
君
湯
沐
邑
、
皆
各
爲

52

私
奉
養
焉
、
不
領
於
天
下
之
經
費
」
と
有
る
。
司
馬
遷
『
史
記
』
卷
三
〇
、
一
七
〇
四
～
一
七
〇
五
頁
。
國
家
財
政
と
帝
室
財
政

の
區
分
に
つ
い
て
は
、
加
藤
繁
「
漢
代
に
於
け
る
國
家
財
政
と
帝
室
財
政
と
の
區
別
竝
に
帝
室
財
政
一
斑
（
上
）」、『
東
洋
學
報
』

第
八
卷
第
二
號
（
一
九
一
八
年
五
月
）、
一
五
九
～
二
〇
六
頁
・
「
同
（
中
）
」
、
『
東
洋
學
報
』
第
九
卷
第
一
號
（
一
九
一
九
年
一

月
）
、
六
二
～
九
九
頁
及
び
「
同
（
下
）
」
、『
東
洋
學
報
』
第
九
卷
第
二
號
（
一
九
一
九
年
六
月
）、
一
九
五
～
二
四
四
頁
、
後
、
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氏
著
『
支
那
經
濟
史
考
證
』（
東
京
、
東
洋
文
庫
、
一
九
五
二
年
）、
上
卷
、
三
五
～
一
五
六
頁
所
收
參
照
。

（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
一
、
過
秦
中
、
三
葉
裏
。

53
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
一
、
過
秦
下
、
六
葉
表
。
原
文
「
足
己
而
不
問
」。

54
（

）
賈
誼
『
新
書
』
卷
三
、
二
葉
表
～
三
葉
裏
。
原
文
「
今
者
何
如
、
進
取
之
時
去
矣
、
幷
兼
之
勢
過
矣
。〔
…
〕
不
知
反
廉
恥
之
節
・

55

仁
義
之
厚
、
信
幷
兼
之
法
、
遂
進
取
之
業
、
凡
十
三
歳
而
社
稷
爲
墟
、
不
知
守
成
之
數
・
得
之
之
術
也
」。

（

）
藤
岡
喜
久
男
「
推
恩
の
令
」、『
北
大
史
學
』
第
二
號
（
一
九
五
四
年
一
月
）、
八
〇
～
一
〇
〇
頁
。

56
（

）「
二
族
」
に
つ
い
て
、
祁
玉
章
は
呉
王
濞
と
淮
南
王
長
を
指
す
と
し
て
い
る
が
、
章
太
炎
『
賈
子
義
抄
』
は
「
二
族
、
呉
・
鄧
也
」

57

と
述
べ
て
い
る
。
祁
玉
章
『
賈
子
新
書
校
釋
』（
臺
北
、
自
印
本
、
一
九
八
四
年
）、
四
七
九
頁
及
び
方
向
東
『
賈
誼
集
匯
校
集
解
』

（
南
京
、
河
海
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
八
〇
頁
參
照
。

（

）
拙
論
「
《
賈
誼
新
書
》
的
鑄
錢
對
策
」
參
照
。

58
（

）
司
馬
遷
『
史
記
』
卷
二
三
、
禮
書
、
一
三
六
八
頁
。
原
文
「
好
道
家
之
學
、
以
爲
繁
禮
飾
貌
、
無
益
於
治
」。

59
（

）
閻
利
春
「
「
德
」
以
「
道
」
爲
本
、「
道
」
因
「
德
」
而
生
變
的
「
道
德
」
論
」、『
賈
誼
道
論
硏
究
』、
三
二
～
三
三
頁
。
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